
課 題 ：

解決策 ：

課 題 ：

解決策 ：

課 題 ：

解決策 ： ・各市町、さまざまな問題点があるので仕掛け人を発掘する必要がある。その仕掛人が、祭り
ごとやイベント、スポーツ大会をすれば一番盛り上がるのではないか。

・３者の統一されていない。

・横のつながりはこのような会議に出席すればできるが、競技がバラバラだと横に広がって
いっても、統一感がないと繋がれるところと繋がらないところが出てくる。市町で統一感を持
たせてやればいいのではないか。

・スポ推は市町からの委託になるので発信することがないし、イベントを企画することがない。
市町が考えた企画に参加するだけなのが問題。

・こういう会議が年に一度だけではだめではないか。こういう会議を続けて、その意見を地域
に持って帰って、指導者にも伝えていくべきである

グループワーク発表内容（南志ブロック）

【テーマ】

『総合型地域スポーツクラブ、スポーツ推進委員、スポーツ少年団が今後どのように協力し、地
域を盛り上げていけばよいか』

■Ａチーム
少子化が進んでいる中で、各団体の壁をとり一本化していくのか、各団体それぞれでの活動
に力を入れていくのか、地域によって異なる。

３者それぞれの得意分野を可視化し、協力して実行していくこと。

・コロナ後でスポーツイベントの衰退

■Bチーム

・指導者等の人材不足

・各団体の活動の連携不足

・各団体の連携を強化し、情報共有を強める。一体となってスポーツ振興に努める。

・各市町のフォーマットをできる限り共通化し、人材の共有化など横の繋がりを強める。

・スポーツ推進委員は総合型クラブとは別で活動しているので、交わりにくい。

・少子高齢化が進んでいる。

・参加者が集まらない。

■Cチーム

・金銭面

・認知を広げて情報発信をしていきたい。

・スポーツ推進委員が核となって、各団体の繋ぎ役になっていけば良いのではないか。

人材の交流化・共有
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課 題 ：

解決策 ： ・すべてはお金である。

課 題 ：

解決策 ：

課 題 ：

解決策 ：

　Aチームで言われたことがすべてだと思います。総合型クラブは、市町によって立ち上げた時の形が違う
ので、一つの解決策は出てこないです。四日市では、教室だけをやっているところ、スポ少・スポ協が別々
で活動しているところ、全てを１つの協会にしたところ、全てを１つにまとめたところもある。市の中でも形
はバラバラです。ただ、四日市はスポ推が総合型クラブの役員に全て入っています。スポ推は各団体をま
とめる人、橋渡しをする人です。体育指導員からスポーツ推進委員に名前が変わった時に、「スポーツを
指導する」だけから「スポーツをマネジメントする」が加わったと思います。なので、各地域のスポーツを１
つにまとめていく役割を担っています。スポ少は、今競技志向はダメだよと言われていますので、見直して
いかないといけない時期に来ているのかと思います。
　今、スポーツの過渡期でまとまる時だと思います。スポ少も子どもがいなくなってきてこれからどうしてい
くのかというところにきているし、総合型クラブも会員数を増やすためにどうしていくべきかとなってきてい
るので、みんながまとまっていくのは良いのではないでしょうか。頑張ったら頑張った分、出来ない訳では
ないと思います。楠スポーツクラブはありがたいことに立ち上げの際に全てが１つになってクラブ活動を
しています。。スポ少もスポ協も総合型クラブに加入するメリットを感じて年会費を払ってくれています。メ
リットを感じて皆さんが応援してくれています。今会員数が減少してきていますが、どうすれば会員数を戻
せるかと考えた時に、スポ少や教室に参加する人を増やさないといけないという状況です。
　色々な考え方があると思いますが、色々な所の話を聞いて自分のところにどうやって取り入れていける
か、皆さんで考えていってもらえばと思います。

・部活の地域移行について、60歳以上の者で話し合うよりも、小中学生の親がどのようにし
てほしいかを聞くことが大事で、このような会議に子どもの親が参加していないのはおかし
い。

・高齢の指導者だと、子ども達との年齢差があるので意見が嚙み合わないことが出てくる。

■アドバイザー講評

■Dチーム

■Eチーム

■Fチーム
・町と市で３者の仕組みが違う（統一制がない）

・スポーツ推進委員は総合型クラブに入り、兼務して情報等の意見を入れて盛り上げていく。

・総合型クラブで活動することで、色々なクラブ活動ができ、選択が増える。

・連携して年間をとして行事を増やしていく。

・個別団体での活動が多い。

・問題点（お金、若い指導者不足等）が多く、答えがでないこと。

・どこにも所属してない方を指導者にする

・地域移行への方向性が見えない学校側との連携が不透明。現段階でクラブによって先生
方の考え方も違う。町は特に。情報等もない。

各団体がそれぞれの役割りを果たしているが、各団体が個別に動いているので、一つになる
のは難しいのではないか。

・総合型クラブの中で、各団体の役割りを果たしていくことで、さらに地域コミュニティが強化
され盛り上がるのではないか。

・３者が集まってイベント等を企画することにより、連携ができて盛り上がるのではないか。

・謝金が十分であれば指導者の家族も協力してくれる。

・部活動を受け入れるには、団体に所属している指導者に依頼すると負担が大きくなる。

・中学校、スポ少、総合型クラブ、スポ推は同じ立ち位置なので、中学校がこの種目をやって
ほしいというのではなく、３者ができる種目を受けるべきである。


